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26日投開票の川崎市長選で､神奈川新聞社は各候補に主要な政策や市政課題との向き合い方につい
てアンケートを行い､3回に分けて紹介する｡初回は｢最も訴えたいこと｣と｢現福田市政の点数とその

理由は｣－。 ： （川崎市長選取材班）

‘最も訴えたいことは ’ ’現市政の点数と理由
b一 ﾛﾜ:q 田口

【60点】新型コロナウイルス感染
症への対応や市制100周年とい
う節目でもある中､この4年間、
人□は増え､税収も増えてきたと
いう点において､｢マイナス局面
ではない｣という意味で福田市長
による市政は一定程度評価して
います。

私は｢若者･子育て世代から選ばれるまち｣ ｢ビジネ
スのまちj「いつでも､いつまでも安全･安心のまち」
を目指し､それらを圧倒的なスピードで着実に実行
するための組織づくりとして｢市民のために働く市
役所｣を目指します｡今後は川崎においても人口減少
が進むことが予測されている中､30年後も現役世代
の私だからこそ､強い責任と覚悟を持ってさまざま
な課題に挑戦し､未来を見据えた社会づくりに取り
組みます。 、

物価高騰などで市民の暮らしは大変です｡さらに川
崎市民にとっては､川崎市政の子育て支援策の遅れ、
市民の蟇らし支援策の遅れ､中小事業者への支援策
の遅れは深刻で､東京との｢多摩川格差｣は広がる一
方です｡川崎市には政令市トップの豊かな財源があ
ります｡不要不急の大規模開発をやめ､市民の子育
て･暮らし･福祉最優先の予算に回します｡市民生活
最優先｡市民の皆さんと､いつまでも住みたいまち川
崎をつくります。

噂
ゴ鼠≧
國谷 涼太氏

【10点】市民の声を聞かずに大規
模開発優先の市政を3期12年続
け､子育て支援策の遅れ･市民の
暮らし支援策の遅れ･中小事業者
への支援策の遅れが深刻になっ
ており､地方自治体の基本理念で
ある『住民福祉の増進』という自
治体の大切な役割を果たしてい
ないからです。
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露
野末 明美氏

【点数は無回答】市民･事業者の皆
さまにとって何が必要かを常に
考え､社会経済環境の変化にも柔
軟に対応してきました｡取り組み
の成果については､常に市民の皆
さまによる厳しいチェックを受
けることが大切であるため､その

評価は市民の皆さまや議会の判
断に委ねたいと思います。

鼠
福田 紀彦氏

【50点】子育て支援の拡充がされ
た部分は評価しますが｢国の責
任｣として進まぬ施策も多く､多
文化共生の理念は大切ですが､進
め方に市民理解を欠いた面もあ
ります。「今に不満はない｣では
なく､誰もが誇れる100点の川崎
を私は目指します。

【50点】ヘイトスピーチを罰則付
きで規制する条例の存在は評価
するが､被害者の苦しみが解決さ
れたとは言い難い｡成人ぜん息患
者医療費助成制度を廃止して､被
害者を切り捨てた｡市のイベント
で自衛隊の飛行機を飛ばさせた。
これらは評価できない。

園
山田 瑛理氏

5パレスチナ人の大臺虐
卜侵略､ミャンマーの軍昌
沖縄における繰り返さオ

鼠
三い｡市民との話し合いにく

れる差別のない川崎｣をつ
関口 実氏


